
令和４年度佐賀県教育センタープロジェクト研究（中学校美術科教育研究委員会） 

0 

 

  

 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12 

Ａ  

 

 

 

ポイント①：表現での活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント②：鑑賞での活用   
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7%94%a8-%e3%82%a2%e3%82%a4%e3%83%87%e3%82%a2%e9%9b%86-2/ 

表現の題材での活用例 

○中学校美術科（R3） 

１人１台端末の活用 アイデア集 
 

作品の写真をデータで提示することで、拡大したり、写真加工で白黒にしてみたり

と、手元でじっくりと鑑賞することができます。また、彫刻などの立体作品は 360°どこか

らでも見ることでき、作品の魅力がより伝わる鑑賞をすることができます。トリミング機能

を使い、作品を切り取って鑑賞してみると、作品全体を鑑賞していて気付かなかった

新たな発見や、構図の学習にもつながります。 

ＩＣＴ活用のポイントは？ Q7 

表現の題材で表現の方法として活用することで、表現の幅が広がります。アイデアス

ケッチなどの場面で、発想が苦手な生徒にとっては、インターネットの資料を使うことに 

よってアイデアの幅が広がったり、ヒントになったりすることがあります。ただし、インターネッ

ト等の画像を検索し、そのままアイデアを写し取ったり、安易な発想になってしまったりす

ることもあります。あくまで発想のヒントとするなど、必要に応じて適宜活用しましょう。 

アイデアスケッチが完成した生徒から画像データとしてクラスや学年共通のフォルダに

保存し、いつでも互いの作品を鑑賞することができるようにしましょう。 

佐賀県教育センターでは、ＩＣＴの活用に関するコンテンツを発信しています。 

ぜひ参考にしてください！ 

Ａ  授業のねらいに応じて活用し、学習効果を高めることができるようにしましょう。目的は 

ＩＣＴの活用ではなく、資質・能力の育成です。 
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